
この広報誌は、社協会費・共同募金配分金・善意寄付の一部を使って発行しています。

　令和５年に（福祉委員の委嘱を）受けて、今年で
２年目になります。
　以前は勤めをしていたので、地域の方は顔を合
わせるとあいさつするくらいでした。福祉委員に
なってから、地域の方とよく話をするようになっ
て、より身近な関係になったと感じています。

　地域の見守り活動を中心に、一人暮らしやサ
ポートが必要な方が安心して暮らせるように声掛
けや訪問をしています。困りごとを聞いた時には、
民生・児童委員につないで、社協の職員の方と一緒
に支援しています。

★福祉委員の活動はどのくらいですか？

★どのような活動をしていますか？

　会議にも参加させてもらっています。気になる
世帯がこの地域にもいくつかあって、民生委員さ
んと担当を分けて見守りをしています。
　訪問したときに、勧誘の電話がかかってきてい
たことがあって、電話を代わって断ったこともあ
ります。

★地区社協の助けあい会議には、参加して
くださっていますか？

　特に「これに気を付けて」ということはありませ
ん。普段の会話の中から、自然に困りごとなど聞く
ようにしていて、『何か困ったことがあったら言っ
てね』といつもお伝えしています。

★訪問や見守りの時に気にかけていることはありますか？
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　真庭市社会福祉協議会は、地域福祉活動や見守
り活動の充実のため「福祉委員」を各自治会に原則
１名お願いしています。
　福祉委員として活動をしている、谷口 美穂子さん

（北房）にお話しを伺いました。

自宅に訪問中の谷口福祉委員（写真右）（北房）

いつもの暮らしを支える
見守りの”アンテナ役”
いつもの暮らしを支える
見守りの”アンテナ役”

いつも「洗濯物が出てるなー、
元気にされよぉるなー」と思う
てみるんよ。

「福祉委員」の活動紹介！

訪問を受けた河﨑さんの声
・ 今日は、居間の窓から花が見える事や買い物
のこと、近所の入院した人のこととかの話を
しょうたんです。（谷口さんは）いつも話ええ
から、何を言わん、言うこともなしで、ええん
です。

顔が見える関係だからこそ
のステキな関係だね！

福
祉

委員
たにぐち み ほ こ
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助けあい会議への参加（落合）

日常的な見守り（八束）

R6年度は市内で
８２４名が活動！

見守り活動など福祉委員の活動は、継続されることが大切です。
次期福祉委員へ活動内容と下記のファイルをお渡しください。また、見守り活動
などの引き継ぎをお願いします。
　・福祉委員〈活動の手引き〉
　・福祉委員からのお知らせ(回覧板）　
＊助けあい会議「見守り活動記録票」をお持ちの方は、社協へご返却ください。

・ 自治会長に「福祉活動に熱意のある方」を選任いた
だき、社協会長が委嘱し活動をお願いしています。
・ 原則、各自治会から１名、任期２年でお願いしてい
ます。

福祉委員活動
『アンテナ役』

見守り役
地域の

アンテナ役アンテナ役
困りごとに気づく困りごとに気づく

パイプ役パイプ役
情報をつなぐ情報をつなぐ

選出の方法

主な活動内容

役割

　一人暮らしや障がいのある方、子育て世帯な
ど、地域に暮らす誰もが安心して生活できるよう
に見守り活動や助けあい活動を行います。

★日常的な見守り･助けあい活動
　自治会内で困りごとを抱えている方に早めに気
づき、社協や民生委員・児童委員などの関係機関
に相談し、つなぎます。

★困りごとの発見、情報の伝達・共有

　社協だよりの配布や、地区社協行
事などの情報を地域の方に提供しま
す。「福祉委員からのお知らせ」（回覧
板）や声かけにより情報提供します。

★福祉に関する情報提供

　助けあい会議や座談会への参加、サロンや地
区社協活動等への協力などを行います。
　福祉活動の財源となる社協会費や共同募金な
ど、社協活動への協力をお願いしています。

★地域福祉活動への参加・協力

福祉委員を交代される方へ（引継ぎのお願い）

地域の困りごとを発見する

　福祉委員活動は、見守りや身近な地域の福祉活動を支えるボランティア活動です。
　地区社協や民生委員・児童委員、真庭市社協などと連携・協力して活動しています。
　身近な地域での見守りや声かけ活動により、地域内の困りごとに早く気づくことができ、必要な支援に
つなげることで、安心して暮らせる地域づくりを目指しています。

（福祉委員）活動の手引きと回覧板
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か
さ
れ
て
い
ま
す

車いすを寄贈していただきました！車いすを寄贈していただきました！
　ボランティア活動保険は、活動中のボランティア自
身のさまざまな事故によるケガを補償します。

ボランティア活動保険のご案内

「基本プラン」　　　　　　　３５０円
「天災・地震補償プラン｣　　   ５００円

■年間保険料 (令和７年度１名あたり）

令和7年４月１日～令和8年３月31日
■補償期間

　真庭市社協本所・各支所で随時受付けています。補
償内容などについて、詳しくは最寄りの社協にお問い
合わせください。

　保険加入はボランティア自身への備えであるととも
に、ボランティア依頼者が安心して活動を依頼できる備
えでもあります。 
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活動中に熱中症に
なって、通院した。

活動中に転んでけ
がをして、通院した。

地域福祉の充実に活用させていただきます

心配ごと相談所（3月の予定）
北房（真庭市役所北房振興局）
落合（落合老人福祉センター）
久世（真庭市役所本庁舎）
勝山（勝山保健福祉センター）
湯原（湯原保健福祉センター）
中和（中和ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ）
八束（八束老人福祉センター）

27日（木）
13日（木）
19日（水）
7日（金）
21日（金）
14日（金）
7日（金）

※相談無料、予約不要です。

9時～12時

電話（0867）42－1005　FAX（0867）42－2263
※秘密は固く守られます。どちらの相談所でも相談可能です。

こんなときに補償がされます

　岡山ヤクルト販売株式会社 様から、車い
す１台をいただきました。
　「ヤクルト愛の車いす活動」は、１９８１年
から地域社会に貢献しようと行っている歳
末チャリティーセールの収益金を基に購入
されたもので、体の不自由な人の足として、
県内の病院や施設などに送られています。 



～地域で取り組む子ども・子育て支援～

発表者

テーマ

富原地区高齢者福祉のむらづくり推進
委員会 米山 孝さん
「富原地域における児童を対象にした活
動について」

発表者
テーマ

川上地区社会福祉協議会 宮本節子さん

「子どもとのふれあい活動について」
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39 ・ご家庭で500円

・イベントや職場で募金
・お店の募金箱で　　　ご協力いただきました

・ご家庭で300円のご協力
をいただきました ありがとう

ございました！

ご家庭やイベントで共同募金にご協力いただきありがとうございました。気になる「共同募金
の使いみち」を、皆さんの地域にお知らせに伺います。サロンや地域の集まりにお邪魔させて
ください！（地域福祉課）

広報担当の
つぶやき

真庭市社協HP

・ 自分達の地域にはない活動を実施されていて参考
になりました。取り入れてみたいと思う活動があり
ました。

・ 日々の見守りで、高齢者だけでなく、子ども達にも
目を向けていきたいと感じました。

地域福祉活動研修会を開催しました地域福祉活動研修会を開催しました

　1月22日（水）、湯原ふれあいセンターで、地域福
祉活動研修会を開催しました。当日は、地域福祉推
進委員、地区社協役員、民生・児童委員、子育て支援
団体関係者など、日頃から地域で活動されている74
名の参加がありました。
　この日は、「地域で取り組む子ども・子育て支援」
をテーマに、2つの地区社協に実践発表をしていた
だきました。

　富原地区では、今年度新たに「サマースポット」に
取り組みました。対象は富原地区の小学生で、夏休
み期間中に学習支援やボッチャ体験、昔遊び体験、
昼食の提供などを行いました。
　夏休み中の子ども達の居場所が必要という課題
に気づき、社協勝山支所や小学校、ボランティアな
どと協力して活動しました。

　今年度も、赤い羽根共同募金に温かいご支援とご協力を
いただき、ありがとうございました。皆様からの募金は、真庭
市の次の活動に活用されます。
・ふれあい・いきいきサロンの助成金
・学校で実施する「手話講座、車いす体験」などの福祉学習
・子育て支援や生活困窮者への相談支援など
※市町村のなかでは解決できない課題の為に、その一部が
都道府県の活動に活かされます。

富原地区での取り組み

「運動してマイ弁当を作ろう!!」

「森のクラフト」

　川上地区社協では、次の3つの事業に取り組んで
います。

　ウォーキングやボッチャ体験の後に、スタッフが

川上地区での取り組み

共同募金(一般募金)　￥5,900,583‐

調理したおかずを自分で弁当箱に詰める活動で、
世代間交流や食育につながっています。

　放課後児童クラブと連携して、
クリスマスリースや新年の壁飾り
を作る活動です。
「こんにちは赤ちゃん訪問」
　主任児童委員を含む地区社協役員がプレゼン
トを持って赤ちゃんが生まれたお宅を訪問する
事業です。主任児童委員の紹介や名刺を渡すな
ど、子育てで困った時に相談できる環境づくりに
も取り組んでいます。

参加者の声

令和６年度 赤い羽根共同募金募金額のご報告

地域歳末たすけあい募金　￥2,802,150‐

富原地区の「サマースポット」
発表の様子

よねやま たかし

みやもと せつこ


